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1．はじめに
否定表現を伴う副詞（以下「否定副詞」1と
する）に対する研究は，これまでも様々な観点
と方法によって行われ，それなりの成果を上げ
てきた。その内容は，否定副詞の分布上の現象
を統語的，または意味的な観点から考察し，否
定副詞がどのような環境に現れるのか，また，
否定副詞をどのように類型化できるのか，といっ
た点に集中してきたといえる。副詞の統語的現
象つまり共起制限は語彙的な要素のみならず，
統語的要素も関わり複雑であるが，共起制限を
引き起こす要因については十分に説明されるこ
とが少なかったと思われる。
そこで，本稿では否定表現に現れる「否定副
詞」の構文諭的及び意味論的問題について考察
し，どのような「共起制限」を持ち，その要因
が何かについて明らかにすることを目的とする。
2．研究方法
否定表現を塚原（1990）の分類に従って考察
を進めていく。塚原（1990）は，否定表現には
「文法的否定表現」と「語彙的否定表現」の二
種があり，前者は「否定形式の構文で表現する
否定表現」，後者は「否定語彙一否定判断で表
現する語彙による否定表現」と定義している。
本稿では，「文法的否定表現」の共起制限と
「語彙的否定表現」の共起制限とに二分して検
討していく。2文法的な否定表現は，動詞，形
容詞，名詞＋「だ」に打消＿しの「ない」が付い
た形式で示される。形態論的には，助動詞の
「ない」（動詞未然形に接続）と形容詞の「ない」
（形容詞などの連用形に接続）に分けられる。
「語彙的否定表現」は，非存在を表す形容詞の
「ない」，対応する肯定形式が存在せず，否定の
意味がない派生形容詞とみなすべき述語3など
を含む語である。4
「文法的否定表現」については，本田（1981a：
67）の4分類に拠り進めていくことにする。以
下にその4分類と例を挙げておく。
可讐いうこと）＋
脚　形容詞＋ない
lC）
形容動詞
名詞‾‾‾‾　‾‾‾‾‾
～（という）こと
～（という）わけ
（功　動詞＋ない
A：（1）貯金がない。　　（本田1981a：67）
（2）私があなたを嫌いになるということは
ない。　　　　　（本田1981a：67）
B：（3）今日は暑くない。　　　　（作例）
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C：（4）あの先生は温厚ではない。
（本田1981a：67）
（5）役所と市民の連携で計画を作るという
ことではない。　　　　　　（作例）
（6）彼は心理学者ではない。
（本田1981a：67）
D：（7にこでは雪は降らない。
（本田1981a：67）
川端（1984）では，否定副詞として「ゆめ／
少しも／ちっとも／一向／さっぱり／けっして／毛
頭／とうてい／全然／とんと／なかなか／ろくに／
めったに／はと－んど」など32語を挙げている。
また，小川（1984）は現代語と古語に分けて
「決して／必ずしも／少しも／とうてい／いっこう
（に）／ろくに／ちっとも／めったに／さほど／た
いして／全然／さっぱり／あまり」など13語を現
代語の否定副詞としている。この両者の中から，
収集した用例が500例を越える語を選び，「決し
て／とうてい／全然／少しも／一向に／さっぱり／
なかなか／あまり」の8語を考察対象とした。
また，このうち「なかなか／全然／さっぱり／あ
まり」などは肯定表現とも共起するが，否定表
現と共起している場合のみを対象とした。
対象とする副詞の用例には，先行研究，朝日
新聞，小説及びシナリオ・対談集などを資料に
用いた。資料から収集した実例を土台にする研
究の長所は個天の値観や言語能力を王台‾に‾した
例文ではなく，実際の確実な使用例が確保でき
るということである。このような資料からの実
例から特定の語の多様な使用環境を見ることが
できる。これに反して欠点は，資料から収集し
た実例であるために非文を見つけることができ
ないというところにある。すなわち，任意の語
が統語的あるいは意味的な制約を受ける場合は，
実例に依存できない。そのため，人為的に非文
を作らなければならない。しかし，人為的な非
文というのは，多数の実例より，信頼度が落ち
る。従って，統語的分布を考察するにあたって
この欠点を補う方法は，資科に現れた任意の語
に対するすべての統語的環境を調査する必要が
ある。本稿で取り上げる非文は，主に先行研究
から引用した。5
3．分析
3．1「決して」
「決して」は，話し手が自分の発話を通じて
記述している事件・状況がある前提があっても
発生しないこと（発生しなかったこと），ある
いはそのようにはしないことを強い意志・判断
とともに表すことで，否定の意味を強調する。
「決して」は基本的に，ある否定的な前提を踏
まえつつ，さらにあえてそれを強く打ち消すと
いう意味があり，前提の考えられない単なる打
消しにはあまり使われない。例（8）は，世界各国
で生れ変りを暗示するような現象が発表されて
いるという前提があっても，話し手の人間の生
れ変りがあるという発話内容に対する断固たる
態度を表すことで否定の意味を強調している。
（8）したがって現在まで我々は人間の「生れ
変り」があるとは決して断定は致しませ
‾…‾‾‾‾‾ん；現二在まで「生れ変り」を暗示する‾よ
うな現象が世界各国にあると発表してい
るのです。　　　　　　　　　　（深）
まず，本田（1981a）は「決して」が，否定
構文㈱の「名詞十が／は＋ない」の構文とは共
起することはないが，「～（ような）こと＋は
＋ない」構文とは相性がよいと指摘しながら，
「〔名詞＋が／は－ない〕は，話手の否定的断定
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を表わすものではないということを意味する。
この点は「無い」が「有る」の否定ではなく，
それ自体「少い，足りない」と同じく形容詞で
あり，「無」という事態を話手の判断としてい
わば「肯定的」に表現するものと考えれば十分
うなづけるものと思われる。（本田1981b‖1劫）」
のように述べている。
（9）黒人にチップをはらった記憶が全然（少
しも／＊決して）ない。　　　（恋愛）
本稿でも本田（1981b）の指摘のように，形
容詞「ない」は，否定的な意味を持ちながら，
「有る」と同じ「肯定的」に表現するものと考
える。例（9）の「ない」は，「有る」の否定では
なく，非存在を表す語で，「嬉しい・高い・多
い」のような形容詞である。国立国語研究所
（1972）は，「形容詞は，感動詞・陳述副詞・接
続詞やある種の助詞・助動詞のように話し手の
主体的なものを直接に表現する語類ではない。
名詞，動詞などとともに，客体的なことがらを
あらわす側の語類である。形容詞はものごとの
性質や状態を表す語類だと言われる。性質や状
態というものは人間の主観からはかなり独立的
な客観的なものも考えることができよう。そし
て，形容詞の中には，ある程度客観的だといえ
るような性質や状態を表わすものも存在してい
ると考えられる（p176）」としている。「全然／
少しも」－は程度性を含む副詞で，「決－して」－は
「そういう考え方をしないでほしい」という相
手の意志や考えの否定を表し，話し手の強い意
志や判断を含むものである。従って，「私は～
ないと思う」という確信を持って否定的な断定
を下そうとするとき，「決して」とは共起でき
ないが，「全然／少しも」の方は，程度性を表
すため，形容詞の性質から考えると共起可能で
ある。
（10）この先，どれだけ生きたって，こんな
に美しく，怖いものを見ることは決して
ないだろう。　　　　　　（小説00）
（11a）偉大なる世論というものがあります。
当局は決して独走はいたしません。（鳩）
（11b）偉大なる世論というものがあります。
当局は決して独走することはいたしませ
ん。
しかし，例（10）のように「～ことはない」構
文になると「～することは決してない」という
ある事態の成立に対する否定的判断を下すこと
が明らかである。すなわち，非存在を表す表現
ではなく事態の不成立に対する主張に変り，そ
こには判断作用が必要であるため，「決して」
との共起が可能になると思われる。例（11a）と
例（11b）についても同様の説明ができる。例
（11a）は，否定構文硯であるが，「決して」が
共起しているが，例（11a）は例（11b）のように
変えることができ，表す意味もほとんど変わら
ない。本田（1981a）では，否定構文硯の「名
詞＋が／は＋ない」の構文で「決して」は共起
できないとなっているが，否定構文硯を論じる
場合，「名詞」の性格により共起可能かどうか
が分かれるように思われる。「名詞」の性格に
ついての記述は今後の課題としたい。
一次に，一本田（1981a，1981b）述べているよ
うに「わかる，できる，聞こえる」などは「に」
格を取る動詞であるが，「に」格に話し手自身
が来る場合，これらの動詞の否定形と「決して」
とは共起しない。
（12）＊関西の女は何を考えているんだか，
僕には決してわからない。（本田1981a：70）
（13）関西の女は何を考えているんだか，君
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達には決してわからない。（本田1981a：70）
（14a）＊この仕事は僕には決してできない。
（本田1981a：71）6
（14b）この仕事は僕には絶対（に）できない。
（15）この仕事はあいつには決してできない。
（本田1981a：71）
本田（1981b）では，例（12），例（14a）が許
容されない文である理由を「わからない，でき
ない，聞こえない」のような表現は話し手が，
話し手自身のこととして断定するときには使わ
れないからだとしか述べられていない。
＿「決して」はト話し手の発話内容に対する否
定的意志，または否定的な判断を表す。「わか
る，聞こえる，できる」などは無意志的な状態
の変化を表し，自発性がある。例（12）が非文に
なるのは，「分かる」の否定形である「わから
ない」が非意志的な状態の変化を表し自発性が
あり，認識や理解の否定（不能）を表す語であ
るため，話し手の否定的な意志を表したり，話
し手の判断を表したりする「決して」とはなじ
まないことによる。同様のことが例（14a）につ
いてもいえる。「できる」も無意志的な語で，
否定形である「できない」も，遂行者の能力が
ある事件・状況を成立させるために必要な能力
に及ばない場合と，その事件・状況を成り立た
せるのに遂行者の能力は十分だが，条件つまり
状況や都合な‾どの‾だめ‾に遂行するて吾がでぎな
いことを表し，話し手の意志とは無関係である。
これは例（14a）の「決して」の代わりに単に強
める意味の「絶対（に）」（例14b）を入れると非
文にならないことからも分かる。例（13）と例
（15）が非文にならないのは，これらが話し手以
外の場合についての発話内容で，話し手の否定
的意志や，否定的な判断を下すことができるた
めである。
また，本田（1981a，1981b）は「かまわな
い／差し支えない」とも「決して」は共起する
ことができないとし，「かまわない」が話し手
の事態に対する態度は，肯定的であるため，否
定的断定を強調する「決して」と相容れないと
説明している。これに，もう少し付け加えると，
「かまわない」は「構う」の否定形で，構文的
には否定文であるが，否定の意味が希薄になっ
た語である。実際は「平気，大丈夫」などを意
味し，話し手の事態に対する肯定的な態度を表
す。そのため，確信をもって否定的な意志や判
断を表す「決して」とは共起できない。例（16）
を確信を持って強く主張する「決して」の代り
に，「全然／少しも」の．ような程度の意味を持
つ否定副詞を入れると共起可能となる。
（16）答えたくなければ答えなくても＊決し
て（少しも／全然）かまわない。7
（本田1981b：（7））
3．2　「とうてい」
「とうてい」は，話し手が述べる状況や事件
などを遂行する者の能力に対して言及し，その
事件・状況の遂行が，遂行者ができる能力の外
にあること，つまり，遂行する者の心理，能力，
あるいは状況に，ある事態が実現される＜可能
性がないこと‾‾・‾無理であ一るこ‾と＞を表す‾ことで
否定の内容を強調する。また，不可能であるこ
とに対する無力感や慨嘆の強調を示す。例えば
（17）は「危機的な状況に追い込まれている」状
況からは，「健全な森林の育成，整備」が完全
に不可能であることを表している。
（17）国土の約70％を占める我が国の森林地
域は，過疎と高齢化め影響で危機的状況
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に追い込まれている。この状況から速や
かに抜け出さない限り，健全な森林の育
成，整備はとうてい不可能である。
（朝：03．2．3．朝刊）
本田（1981a）が指摘したように，「とうて
い」は，否定構文脚の「形容詞＋ない」構文で
共起可能な場合とそうでない場合とがある。
（18）＊このおもちゃはとうてい安くはない。
（本田1981a：78）
（19）このおもちゃは，とうてい子供の小づ
・かいで買えるほど安くはない。
（本田1981a：78）
（20）このおもちゃはとうてい安いとは言え
ない。　　　　　　　　　　　　（作例）
形容詞はものごとの属性や状態を表す語で，
属性とはそのものにすでに備えている固有の性
質を表す。つまり例（18）の「安い」は，「おも
ちゃ」がすでに備えている固有の性質であり，
「安くはない」は，現実に起きた状態を表す。
従って，「ある事態が実現される可能性がない
こと・無理であること」という判断はありえな
いため，「とうてい」は共起できない。これは
例（18）を，例（20）のように，「言う」の不可能
表現に変えると共起可能になることからも確認
できる。
3．3　「少しも」
「少しも」は，「ほんのわずかだって」の意味
で，数量，程度概念を伴う事態に限って使われ
る。否定を表す語と使われるが否定の強調意識
はない。全面的な否定を表し，分布上一番制約
が少ない副詞である。
（21）少しも（あまり／全然）寒くない。
（基礎日本語辞典：886）
例（21）は，「寒くない」に対する程度の差が
感じられる。これは各否定副詞が「寒くない」
に量的な程度の意味的な影響を与えていること
である。すなわち「少しの程度それさえも」と
いう量的程度の意味を持ち，全面的な否定をし
ているということである。ただし，例（22）のよ
うに数えられる名詞が来る場合，「少しも」は
使えず，「一本も」「一冊も」などが使える。数
えられる名詞の場合，数量か程度の概念を伴う
「少しも」よりは，明確な数量を表す表現の提
示が必要である。数えられる場合，「少しも」
が使えないのは，量あるいは程度の暗示がある
「少しも」よりは，「一本も」「一度も」のよう
な明確な数量を提示する表現が非存在の状態を
明確に表すことができるためである。例（22）で
「全然」が使えるのは，「完全にない状態である」
ことを表すため，非文とならない。
（22）ムシ歯が一本も（＊少しも／全然）ない
でしょう。　　（新潮：ブンとフン）
経験を表す表現「～したことがない」構文に
も，「少しも」は使えない。経験そのものには，
数量や程度の意味はなく頻度を明確に表す「一
回も」「一度も」が使えると，本田（1981a）
は述べている。
（23）信長という男は，その生涯，出陣の号
令をくだしたことが一度も（＊少しも）な
…‘かちた。　　　　　‾‾（新潮：国盗り物）
本田（1981a）は，「喝があかない」という
「～ない」の形でしか使われない表現は「少し
も」との共起制限について触れているが，8どう
して共起制限を持つかについては言及がない。
「喝があかない」は「決着がつかない」という
意味で，「決着がついたかどうか」の二者択一
の状況を表し，数量や程度を表すものではない。
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ここで「少しも」を，例（24），例（25），例（26）
のように「一向に／なかなか／全然」の場合は，
成立するのを見ても全面的な否定の意味を表す
ためには中途半端な程度や量を表す譜とは使え
ない。『現代副詞用法辞典』でも例（26）を挙げ
ながら，「少しも」は「ほんの少しの量（程度）
もという量や程度の暗示があるので，肯定か否
定かの二者択一で途中階段の考えられないもの
については用いない。（p206）」と指摘してい
る。
（24）七人の客は，いたずらに溜息をつき，
もじもじしているばかりで．いっこうに
（？少しも）噂があかない。
（太宰治：貧の意地）
（25）「結局は神津さんを通していてはこの
話はなかなか（＊少しも）喝があかないと
思うの。わたしあそこの社長を知ってま
すから，直接会って来て上げましょうか」
（新潮：射程）
（26）×この信号はさっきから少しも青にな
らない。
この信号はさっきから全然（ちっとも）青
にならない。（現代副詞用法辞典：206）
3．4　「全然」
「全然」は，話し手の考えや判断の中の肯定
醇な価値や二度蘭画たま音容親好な‾基準が∴実
際の事件や状況と相反することを表し，自分の
主張や論の展開に説得性をもたせる。また，あ
る事態が一切起きない，あるいは起こることが
ないという，行為の停止，能力の不能を表すこ
ともある。（27）は，規制法違反で秘書らが逮捕
された事件に関する例である。常識では秘書か
ら何らかの報告を聞いて知っているはずである
が，報告もなく何も聞いていない，また，その
ため自分は無関係であることを主張している。
つまり，一般的な常識と実際の事件や状況と相
反することを表す例である。
（27）「（金の授受は？）聞いてねえんだよ」
疾走した後，最後に言った。
「（秘書からは）全然聞いていなかった」
（朝：03．3．5．朝刊）
まず，「全然」は，例（28）のように「名詞＋
ではない」構文では共起しにくいと思われる。
「名詞＋ではない」構文はある事象自体に対す
る否定的な断定であるため，その対象の動作あ
るいは状態が成立しないという「全然」の意味
とはなじまない。また，「学生」ということば
の性質としては，確定的あるいは断定的なもの
で，相対的に他と比較あるいは評価することが
できないという点が挙げられる。例（29）が非文
にならないのは，どの程度学生らしいかという
相対的な評価が可能であるためである。また，
性質あるいは状態を表す形容詞構文に変わって
「全然」との共起が可能になる。
（28）＊彼は全然学生ではない。　（作例）
（29）全然学生らしくない。　　　（作例）
3．5「一向に」
「一向に」は，「時間や手間をかけても全然」
（森由19由：‾504）‾の意味で，事態が違う段階‾に
移行するのを前提にしていて，否定の述語と共
起することによって他の段階に移行できない状
況を表す。期待される他の事態に全く移行され
ないのに対する不安や困惑を表現する。そして
「この映画は一向に面白くない」，「いくら脅か
しても一向に効き目がない」，「一向に驚かない」
など「さっぱり／ちっとも／全然」と同様，否
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定を強調する。つまり，ひたすら一方向だけで
進行されて，他の方向へ移行が実現しないとい
う状況を現わす。また，「一向に平気だ」のよ
うに肯定形にも係るが，概念としては否定的な
ものを表す。
（30）この映画は一向に（全然／少しも）面自
くない。　　（基礎日本語辞典：504）
（31）この映画は面白くない。　（作例）
（32）この映画は一向に面白くならない。
（作例）
例（31）「この映画は面白くない」という例は
「面白くない」という事態に対する断定的な表
現であるのに対し，例（30）のように「一向」を
入れることで期待される他の事態に移行されな
いことに対して困る様子が現れる。しかし，例
（30）は期待される他の事態への移行に対して困
る様子ではなく，単に「この映画」は「面白く
ない」という事態の強調を表しているとも解釈
できる。この場合の「一向に」は，「全然／少
しも」と置き換えが可能である。事態に対する
断定的な表現は瞬時的なもので，時間の幅をも
たないが，期待される他の事態への移行という
のは時間的な幅があり，継続性を持つ。つまり，
例（30）の「面白くない」という事態に対する瞬
時的な否定の断定表現だが，例（32）の「面白く
ならない」という時間の幅のある表現に変える
と－「一向一に十の意味が次のような肯定形－の場合
にも成立可能であろう。
（33）どんなに悪く言われてもぼくはいっこ
うに平気だ。（現代副詞用法辞典：54）
例（33）では，「気にしない」という意味の
「平気」であって，否定の内容を含んでいる。
「一向に」が入ることによって，何か刺激があ
ることを望んだにも関わらず，全然平気である
というニュアンスになる。これは「一向に」が
「平気だ」の内容の量を増加させているためで
あろう。
本田（1981a）は「一向に」の分布上の特色
として，「～では＋ない」の否定構文Cで名詞
が来る場合と，「文＋わけ／こと／の」が来る
場合は「一向に」が現れにくいということを挙
げている。
（34）＊彼は心理学者では一向にない。
（本田1981a：72）
（35）＊彼はいつも在宅しているわけでは一
郎こない。　　（本田1981a：72）
（36）＊役所と市民の連携で計画を作るとい
うことでは一向にない。　（作例）
（37）＊その金で生計を立てようなどと企ん
でいるのでは一向にないのです。
（本田1981a：72）
「一向に」は事態の他の段階への移行を前提
にした発想である。従って否定が来ると他の段
階へと変わらない状況を表す。しかし，「名詞
ではない」，「～わけ（こと／の）ではない」構
文は，話し手によって事態に対する論理的な思
考の産物としての否定的断定を表す表現である。
つまり，否定的な断定そのものは瞬時的なもの
で，他の方向に移行を願うという時間の幅のあ
る「一向に」は意味的な影響を与えることがで
きない云‾‾‾‾．‾
（38）雪道をたどりながら，送りとどけた娘
へのおもいがつのったとしても，一向に
不自然ではない。　　　　　（文学00）
ここで例（38）のように「形容動詞＋ではない」
構文が，「名詞＋ではない」構文とは違って，
共起可能な理由は形容動詞が物事の性質または
状態を表すもので，違う事態への移行を期待す
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ることが出来るためであると思われる。
3．6「さっぱり」
「さっぱり」は，事態や状態が現われない場
合や，記憶，理解などができない場合，または
本人がその事物，状態の出現を希望して，期待
しているにもかかわらず期待する成果が実現で
きない（あるいは，実現しない）場合の気持ち
を表す。例（39）は，いくら理解しようと努力を
しても，期待する成果つまり状況を把握するこ
とができない場合の気持ちを表す。つまり，
「わかる」、＿という事態が全然出現しない状態で
ある。
（39）大筋がなくなって，数字に弱いという
細部だけが残った。最悪だよ。何がどう
なっているのか，僕にはさっぱりわから
ない。事務所の税理士が僕に細かく説明
してくれる。でも面倒でとても理解でき
ない。　　　　　　　　　　（ダンス）
本田（1981a）では「さっぱり」は，否定構
文C「～では＋ない」とは共起しないと述べら
れている。また，本田（1981b）は「～では＋
ない」の構文について，話し手のある事態に対
する否定的な判断を表すもので，この構文の意
味は「決して」が現れることによって顕在化す
るものとしている。従って，単に話し手のある
事態に‾対する否定的な判断を表す千二こ‾ではキな
い」の構文で，期待する事態の出現を願う気持
ちを表す「さっぱり」が，共起不可能なことも
説明できる。
（40）＊そのこと自体はさっぱり不思議では
ない。　　　　　　（本田1981a：73）
（41）＊彼はさっぱり心理学者ではない。
（本田1981a：73）
（42）＊そんな危険があるというわけではさっ
ぱりない。　　　　（本田1981a：73）
また，「かまわない」「さしつかえない」とも
共起できない。9これもまた「さっぱり」の意
味的な特性と関係があると思われる。「かまわ
ない」「さしつかえない」は，「～しても関係な
い」「気にしない」「不都合ではない」という許
容の意味がある。このように状況を受け入れる
（許可する）態度と，「さっぱり」のような違う
事態の出現を希望する気持を表すものとは相容
れないため，共起することができない。
．－＿（43）もホントはもっと，勝手鬼こと＿されて
も，ひどいことされてもさっぱりかま
わない。　　　　　　　　　（作例）
（44）＊自由な諸個人が自発的に集団を作り，
地方を創り，国家を造り，世界を製る，
これが「自治」の思想だといって〈さっ
ぱり）さしつかえない。　（論点97）
（45）＊我々甲羅をへた独身ものは，ここへ
来ても，（さっぱり）さしつかえない。
（新潮：はつ恋）
3．7「なかなか」
否定副詞「なかなか」は，物事の質や量など
の程度が予想を上回ると話し手が判断した場合
に使い，程度の大きさに対する話し手の評価を
表わす。‾‾‾長い時間が経ちたが∴恩った程度にま
だ達していない，それがすぐには実現できない
ことを表す。（46）は，すぐにでも「有香を探せ
る」と思っていたのに，実際はその状態が予想
を上回ったと評価をしている例である。（47a）
の「～にくい」は接尾語的に使われていて，そ
うすることが難しいということを表す。話し手
によって「困難」の程度が，予想を上回ると認
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識されている。この場合，（47b）のように動詞
の否定形と言い換え可能である。
（46）「今，大東京テレビの保阪さんからお
電話を戴いたのですが，有香を探してく
ださると聞きました」
「はあ，そうしたいと思っています」
「ありがとうございます。本当に助かり
ます。もう一人子供がおりますし，森脇
も私も仕事があります。東京にいて，な
かなか思うようにならないものですから，
本当に助かります。」　（柔らかな頬）
（47a）結局自分で乗り越えるしかない，＿と
いうふうになかなかならないのです，だっ
て，責任はみんなにあるわけだから「わ
たしの不幸をなんとかしてちょうだい」
という格好になるから，なかなか治りに
くいのですね。　　　　　　　（河村）
（47b）結局自分で乗り越えるしかない，と
いうふうになかなかならないのです，だっ
て，責任はみんなにあるわけだから「わ
たしの不幸をなんとかしてちょうだい」
という格好になるから，なかなか治らな
いのですね。
本田（1981a）は，否定構文B「形容詞＋な
い」，否定構文C「形容動詞＋ではない」とは
共起可能な場合とそうでない場合とがあり，否
定構文‾1〕丁動詞十ていな‾い十では；…共起する
ことができないと指摘している。
まず，否定構文B「形容詞＋ない」，否定構
文C「形容動詞＋ではない」の場合，例（48），
例（49）が非文になるのは，形容詞・形容動詞が
「はじめから実現している状態」（森田1989：
838）の語であるために，これから実現を願う
「なかなか」となじめないためと思われる。本
田（1981a）では，これらの構文と「なかなか」
が共起する場合は，「まずくない／悪くない」，
「容易ではない／楽ではない／不細工ではない」
などがあるくらいで，一般的にはこれらの構文
と「なかなか」とは共起しないとしている。
（48）＊なかなかよくない。（森田1989：838）
（49）＊彼はなかなか親切ではない。（作例）
次に，否定構文D「動詞＋ていない」につ
いてみると，「動詞＋ている」は，進行中の動
作を表す用法ではなく，主体の状態を述べる用
法である。「動詞＋ていない」という構文は，
動作の不遂行状態の表現で実現を願う意図はな
い。つまり，予想した程度に達することを期待
する「なかなか」とは共起できない。例（50）が
非文になるのはそのためである。
（50）＊最近はなかなか芝居を見ていない。
（本田1981a：81）
3．8　「あまり」
「あまり」は，状態や能力，程度・頻度が平
均や基準に達していないこと，つまり予想より
も低いことを表す。例（51）は積極的に「機嫌が
悪い」というほど悪くはないが，「良い」とい
うプラス評価もできないということを表わす。
（51）彼の貯金残高が私の四分の一だとはと
うてい思えないが，このところ機嫌があ
‾‾‾‾ま‾サよぐない。　　　　　　（小説96）
本田（1981a）では，「～では＋ない」タイ
プで「～」部分に「文＋わけ／こと／の」が来
た場合，「あまり」は生じないとしている。「～
わけ／こと／の＋ではない」構文は，ある事態・
事柄に対する話し手の否定的な断定を表す。否
定的な認識で終わるために程度の意味を持つ
「あまり」が入ると非文になる。同様の理由で
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「～はずがない」構文でも「あまり」は許容さ
れない（例（53））。例（54）の「ない」は頻度に
対する非存在を表しているため「あまり」が共
起できる。
（52）＊議題が少ないからといって，会議が
早く終わるということではあまりない。
（本田1981a：86）
（53）＊あまり大きいはずがない。（作例）
（54）埋一は大船の工場に出むいたことはあ
まりない。年に一度訪ねればよい方であっ
た。　　　　　　　　（新潮：冬の旅）
一　次に、程度性を表主な上、丁数容詞頚＋ではな
い」構文では共起できないと思われる。「あま
り」は，形容詞の表す状態に程度性が付加され
うる要素を有している必要がある。例（55）は極
限の状態を表していて，程度性の序列になじま
ないために非文になるのである。つまり，程度
性を考えられない二者択一の状況では使えない。
「同じ」について説明すると，「違う」「似てい
る」などの属性には「かなり違う」「すこし違
う」「やや似ている」「非常に似ている」のよう
な程度性があるが，「同じ」という極限に達す
ると，「すこし同じ」「もっと同じ」などという
程度の限定はありえなくなる。10
（55）＊あまり（同じ／いっぱい／真っ暗）11で
はない。　（作例）
‾‾‾‾ま‾た；‾‾‾（56）は不足を表‾している例で，丁時間，
米」のように不特定多数の数量になる場合，
「あまり」は共起できるが，「耳」のように特定
可能な場合共起不可能となる。
（56）（時間／米／＊耳）があまりない。（作例）
4．おわりに
「否定副詞」の共起制限は統語的な要素のみ
ならず，語彙的要素も関わるため複雑である。
そこで本稿では，「否定副詞」が現れる文を文
法的な否定表現と語彙的な否定表現とに分け，
それぞれにおける共起制限とそれを引き起こす
要因について考察を行った。
まず，文法的な否定表現との関わりを考察す
るために，本田（1981a）が提示した4つの否
定構文を中心に共起制限を検証した。否定構文
㈹「名詞十が／ない」では，「決して」が共起
制限を持つ。それは，「ない」は，ある動作あ
るいはある状態が全体としては存在しないこと
を意味するため，［決して」，のよう，なある事態
に対する否定的な判断を下そうとする語とは共
起しにくい。
次に否定構文（B）「形容詞＋ない」で共起制限
を持つのは「とうてい／なかなか」である。形
容詞ははじめから実現している状態を表すため，
「非現実のある点に到達することに対して不可
能である」という判断を表す「とうてい」とは
共起できない。また，「これから実現を願うと
いう意味を表す「なかなか」ともなじめない。
さらに，否定構文（0「名詞＋ではない」では，
「全然／一向に／さっぱり」が共起制限を持つ。
「名詞＋ではない」構文は，ある事態に対する
認識において否定的な判断を表す。対象（名詞）
が，断定的あるいは確定的なもので，相対的に
他と比較あるいは評価することができない語で
ある場合，その対象の動作あるいは状態が全く
成立しないということを表すのが難しい。対象
の動作あるいは状態が成立しないという「全然」
とは共起できない。また，他の方向に移行を願
うという時間の幅のある「一向に」と，瞬時的
な断定を表す「名詞＋ではない」構文とは共起
できない。また，「さっぱり」は，期待される
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異なる事態の出現を希望する気持ちを表すため，
ただ話し手の事態に対する否定的な断定を表す
構文では現れない。
次に否定構文（0「形容動詞＋ではない」では，
「なかなか／さっぱり」が共起制限を持ってい
る。「～ではない」構文は，話し手のある事態
に対する否定的な判断を表すものである。その
ため，これから実現を願う「なかなか」とはな
じめない。「さっぱり」がこの構文で共起でき
ない要因は，否定構文（C）「名詞＋ではない」と
同様，「さっぱり」は，期待される異なる事態
の出現を希望する気持ちを表すため，単なる話
し手の否定的な判断を表すものとはなじめない。
また，「あまり」は程度の意味合いを持つ場合
にのみ共起可能になるので，「～わけ（こと／
の）ではない」，「～はずがない」のように単な
る話し手のある事柄に対する否定的な判断を表
す場合や，「程度性を表さない形容詞＋ではな
い」構文では許容されない。
最後に否定構文（D「動詞＋ていない」では，
「なかなか」が共起することができなかった。
「動詞＋ていない」構文は，動作の不遂行状態
を表すもので，「なかなか」ように実現を願う
意図はないため共起制限を持つ。その他「～し
たことがない」のような経験を表す表現は，経
験そのものに程度の意味合いを持たないため，
「少しも一二トの－まう一に程度の暗示－が為る一副詞－との
共起制限が見られた。
次に，語彙的な否定表現では，「かまわない
／さしつかえない」などと「決して／さっぱり」
とは共起できない。「かまわない／さしつかえ
ない」などは，「～しても関係ない，平気，大
丈夫」という意味で，否定の意味が希薄になっ
て，事態の変化ではなく，受け入れる態度を表
す語である。そのため，事態に対する否定的な
断定を表す「決して」や，期待される事態（異
なる事態）の出現を願う「さっぱり」とは共起
できない。「同じ／いっぱい／真っ暗」のような
程度性を持たない二者択一の場合に「あまり」
は共起不可能である。なお，不足を表す「あま
り」は，分量や程度を表す不特定多数に限り共
起でき，特定多数を表す名詞（耳など）とは共
起できない。数えられる名詞と，「喝があかな
い」という「～ない」形でしか使われない表現
と「少しも」とは共起制限が見られた。数えら
れる名詞の場合は，程度の暗示を伴う「少しも」
の代わりに明確な数量を表す表現が必要となる。
また「喝があかない／つまらない」などという
表現は二者択一で度合いを考えられない表現で
あるため，数量の暗示のある「少しも」とは共
起しにくい。
本稿では8語の「否定副詞」を対象に考察を
行ったが，今回用いた文法的な否定表現と語彙
的な否定表現との共起制限とその要因について
の考察は本稿で取り上げた8語以外の「否定副
詞」にも有効と思われる。12
なお，今後はコンテクストの中での働きも視
野に入れ研究を深めたい。
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シナリオ作家協会編『‘02年鑑代表シナリオ集2002』映入
社（年鑑02）
清水邦夫（1992）「鵠よ，おれたちは弾丸をこめる」『清水
邦夫全仕事1958～1980（上）』株式会社河出書房新社
（鳩）
君塚良一（1998）『折る大捜査線　湾岸警察署事件簿』キ
ー　ネマ旬報杜（蹄）一　一ノ
横谷昌宏（2001）「溺れる魚」『シナリオ』2，シナリオ作
家協会（溺）
日本エッセイスト・クラブ編『父と母の昔話‘96年版ベス
トエッセイ集』文垂春秋（父96）
日本文要家協会編（1996）『現代の小説」徳間書店（小説
96）
日本文彗家協会編（1998）『現代の小説』徳間書店（小説
98）
日本文蛮家協会編（2000）『現代の小説』徳間書店（小説
00）
日本文聾家協会編（1998）『文学1998』講談社（文学98）
日本文垂家協会編（2000）『文学2000』講談社（文学00）
文聾春秋編（1996）『日本の論点‘97』株式会社文彗春秋
（論点97）
河合隼雄・村上春樹（1999）『村上春樹，河合隼雄に会い
にいく』新潮文庫（河村）
吉本ばなな（1991）『キッチン』福武書店（吉）
新潮100冊CD－ROM（新：作品名）
太宰治CD－ROMl（太宰治：作品名）
太宰治CD－ROM2（太宰治：作品名）
宮沢賢治童話全CD－ROM（宮沢賢治：作品名）
2001年1月1日から2003年3月31日までの朝日新聞，朝日
の週刊誌（朝）
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注
1本田（1981：68（169））は，否定構文において「ない」
と何らかの形で共起関係をもつ副詞を「否定副詞」と
命名した。
2　近藤（1997）は，日本語の否定表現には「文法的否定」
と「語彙的否定」とがあると指摘している。「語彙的
否定」については，「不可能，不明，だめ」などの語
を例に挙げながら，「文法的には肯定表現であっても，
語彙自体に否定の意味を含む一群の語がある（p96）」
と，説明している。また，工藤（2000）では，文法的
否定形式は「基本的に〈述語否定＝文否定〉であって，
主語と述語とのむすびつき（ネクサス）を否定するも
の（plO3）」とし，語彙的否定形式については，「主
語と述語との結びつきを否定するものではないく語否
定〉（plO4）」と，述べている。
3　例えば，「くだらない，つまらない」のような語で，
否定の意味がない派生形容詞とみなさなくてはならな
いものを指す。詳しくは工藤（2000）のplOO～101を
参照していただきたい。
4　この他に打消しの接頭辞（未，不，非，無，など）を
含む語もあるが本稿では省くことにする。
5　引用した資料に関しては，用例末尾の括弧に略語で示
した。なお引用の際には，否定副詞に下線を付した。
そして非文（文法的に可能でない文，または文法的に
可能であっても実際の発話に用いにくい文）を挙げる
際には文頭に「＊」印を付す。「？」は非文とするほ
どではないが，不自然に感じられるものを指す。括弧
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（）内の副詞は原文に筆者が付け加えたものである。
6　本田（1981b）では，例（14a）は実は許容しうる文で
あるとし，この場合の「できない」は「仕事」を遂行
する能力を備えていないことを意味するのではなく，
能力はあるけれどその仕事はやらない，といった話し
手の拒否的な態度の表明を表すものであると記述して
いる。一方，例（15）には，第三者の拒否的な姿勢を表す
ことはなく，もっぱら話し手の否定的な判断を表すと
述べている。本田（1981b）のこのような記述も可能
であるが，本稿では「できる，聞こえる，わからない」
などの動詞は，無意志性で統一した説明ができるため，
この点については，稿を改めて論じたい。
7　例（16）は「決して」の代りに，「少しも」と「全然」
を用いたら適格な文になる。括弧（）内の「少しも」
と「全然」は筆者が付け加えたものである。
8　話しことばでは「少しも」と「喝かあかない」との共
起制限が崩れて来ているが，一般的には共起不可能と
される。実際，本稿で用例の収集に用いた作品の中で
「喝があかない」は26例あったが，「なかなか」と「一
向に」との共起しか見られなかった。
9　収集した用例のうち，「かまわない」「さしつかえない」
と共起した否定副詞には「一向（に）（11例）」「ちっ
とも（3例）」「少しも（2例）」が見られた。
10「同じ」についての記述は，国立国語研究所（1982：
157）から引用した。
‖　小矢野（1985：27）で極限の程度を表す形容詞として
「抜群だ，最高だ，最低だ，最悪，最善だ」など，接
頭語「ま」の付くもの「真っ白だ，真っ黒だ」などを
挙げている。
12『岩波国語辞典第六版』（2000）における副詞（的）は，
1508語あり，そのうち否定副詞が66語ある。
